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開発建設部●那覇空港の総合的な調査 

　　　　　　PIステップ3

特集 
総務部●内閣府沖縄担当部局 

　　予算概算要求 



地域の目 
「アジアの架け橋を目指して」 長嶺　栄子  

C O N T E N T S

総務部 
　　平成20年度内閣府沖縄担当部局予算概算要求 
 
 
開発建設部 
　　那覇空港の総合的な調査・PIステップ3 
 
 

仕事の窓②　農林水産部 
平成19年度「食育月間」における食育推進の取組について 

仕事の窓①　財　務　部 
金融商品取引法の施行について 

仕事の窓③　経済産業部 
 中小企業地域資源活用プログラム 

仕事の窓④　経済産業部 
通商白書2007　生産性向上と成長に向けた通商戦略 

仕事の窓⑤　運　輸　部 
「フェリーたらまゆう」就航について 

仕事の窓⑥　運　輸　部 
FRP船リサイクルシステムがスタートします！ 

お知らせ 

琉球びんがたの起源は、１４～１５世紀頃の海外貿易により中国、インド、

ジャワの更紗（さらさ）等から染色技術が伝えられたと言われています。沖縄の自然

豊かな色彩を表現する鮮やかな美しい染物で、王朝時代は、王家や士族の礼服で

した。王家の衣装は黄色、貴族は水色と、色や模様の大きさで身分に応じて区別さ

れ、一般庶民には、長寿の祝い着としてのみ着用が許されていました。王府の手厚

い保護の下で生産され、１９世紀初めの歴史書には琉球の紅型（びんがた）が東洋

花布と称され、福建市場において名高い貿易品であったことが記されています。 

　技法は、型染と筒引きがあります。型染は、型紙を用いて糊防染し、その上から顔

料 （鉱物）と植物染料で色差しをするものです。筒引きは、糊袋で糊防染し、その上

から色差しをするものです。 

　最近は、首里織と連携して新商品の開発に取り組んでおり、伝統的工芸品の新

たな可能性に挑戦しています。 

琉球びんがた 

経済産業部　 
　第３回沖縄地域エネルギー・温暖化対策推進会議を開催 

開発建設部　 
　優良業者等表彰式を開催 

運　輸　部　 
　平成１９年『海の月間』について 

17
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 

株式会社かりゆしエンターテイメント 
代表取締役社長 
 

仕
事
の
窓 

なかゆくい　＊シリーズ③　普通財産のはなし 

20 内閣府だより　 

#3

特
　
集 

「アジア青年の家」構想について 
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今
、
私
は
去
る
５
月
に
弊
社
が
創
業

記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
た
「
観
光
文

化
交
流
〜
ア
ジ
ア
交
流
の
架
け
橋
を
目

指
し
て
〜
」
で
お
世
話
に
な
っ
た
沖
縄
在

住
の
外
国（
中
国
、韓
国
、台
湾
、フ
ィ
リ
ピ

ン
、タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）の
方
々
に
お
礼

を
兼
ね
て
、残
暑
見
舞
い
の
葉
書
を
書
い

て
い
る
。
 

　
イ
ベ
ン
ト
は
「
ア
ジ
ア
は
一つ
」
を
テ
ー
マ

に
沖
縄
在
住
の
ア
ジ
ア
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
、沖
縄
を
ア
ジ
ア
の
結
節
点
に
、と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
 

　
国
際
交
流
と
い
う
と
、ど
う
し
て
も
海

外
に
出
向
い
た
り
、あ
る
い
は
外
国
か
ら

お
客
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
交
流
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
こ
れ
ま
で
強
か
っ
た
。
し
か
し
、

沖
縄
に
は
1
0
3
か
国
、8
，5
0
1
人

の
外
国
人
が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

ア
ジ
ア
26
か
国
の
人
々
が
5
，0
3
7
人

も
私
た
ち
と
一
緒
に
沖
縄
で
生
活
を
し
て

い
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
と
、こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
も
っ
と
普
段
着
の
国
際
交
流
が

で
き
る
の
で
は
と
思
っ
た
。
 

　
そ
し
て
、ア
ジ
ア
の
結
節
点
は
、日
常
の

友
だ
ち
づ
く
り
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
、と

の
考
え
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
柱
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
と
決
ま
れ
ば
、あ
と
は
勇

気
と
熱
意
を
持
っ
て
沖
縄
在
住
の
ア
ジ
ア

の
方
々
に
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し

た
。
沖
縄
に
は
「
イ
チ
ャ
リ
バ
、チ
ョ
ー
デ
ィ
」

（
人
は
会
え
ば
、誰
で
も
兄
弟
み
た
い
に
親

し
く
な
れ
る
）と
い
う
諺
も
あ
り
、と
に

か
く
お
会
い
し
て
話
せ
ば
心
は
き
っ
と
通

じ
合
う
と
信
じ
て
行
動
に
移
し
た
。
 

　
ど
の
国
の
方
々
も
初
め
て
お
会
い
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、自
国
の
音
楽
や
伝
統

芸
能
を
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、み
ん
な
快
く
引
き

受
け
て
く
れ
た
。
 

　
タ
イ
料
理
店
を
ご
夫
妻
で
経
営
し
て
い

る
タ
イ
出
身
の
Ｔ
さ
ん
は
、沖
縄
に
嫁
ぐ

前
は
タ
イ
で
舞
踊
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
て
、そ
の
頃
を
懐
か
し
む
よ
う
に
リ
サ

イ
タ
ル
の
ポ
ス
タ
ー
や
写
真
を
見
せ
て
く

れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
た
め
に
、昼

休
み
を
利
用
し
て
毎
日
近
く
の
公
民
館

で
猛
練
習
を
始
め
た
と
メ
ー
ル
で
知
ら
せ

て
き
た
。
 

　
ま
た
、米
軍
基
地
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で

働
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｍ
さ
ん
は
、早
速
フ
ィ

リ
ピ
ン
出
身
の
方
々
を
集
め
て
、踊
り
の

練
習
を
始
め
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。そ
し
て
、

彼
女
は
、沖
縄
で
生
ま
れ
育
っ
た
娘
に
祖

国
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
悔
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
た
。
 

　
そ
れ
か
ら
、自
宅
で
韓
国
伝
統
の
家
庭

料
理
教
室
を
開
い
て
い
る
韓
国
の
Ｕ
さ
ん

は
、か
つ
て
は
韓
国
で
本
格
的
に
伝
統
楽

器
を
学
び
、歌
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
沖
縄
に
嫁
い
で
7
年
、

沖
縄
の
自
然
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、韓

国
の
友
人
た
ち
に
事
あ
る
ご
と
に
、「
沖

縄
は
天
国
よ
」
と
話
し
た
ら
し
い
。そ
ん
な

こ
と
も
あ
っ
て
、帰
郷
し
た
ら
「
天
国
か
ら

帰
っ
て
き
た
人
」
と
言
わ
れ
、大
笑
い
し
た

そ
う
だ
。
 

　
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
を
お
願
い
し
た
ど
の

国
の
方
々
も
沖
縄
へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
、多
忙
な
時
間
を
何
と
か
や
り
く

り
し
て
、音
楽
や
舞
踊
の
練
習
、衣
装
の

準
備
か
ら
選
曲
や
振
り
付
け
、そ
れ
か
ら

打
ち
合
わ
せ
に
も
必
ず
参
加
し
て
く
れ
た
。
 

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
、会
場
に
は
4
0
0
人

も
の
お
客
さ
ん
が
詰
め
か
け
、予
想
以
上

の
関
心
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

各
国
の
出
演
者
の
ご
家
族
を
始
め
、ご
親

戚
や
地
域
の
方
々
が
大
勢
か
け
つ
け
て
く

れ
た
こ
と
に
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
の
人
々

の
心
を
結
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
嬉
し
く
思
っ
た
。
 

　
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
て
楽
屋
を
訪
ね
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
方
々
が
入
り
混
じ
っ
て

写
真
を
撮
っ
た
り
、握
手
を
交
わ
し
た
り
、

そ
れ
か
ら
仕
舞
い
に
は
み
ん
な
で
カ
チ
ャ
ー

シ
ー
を
踊
っ
て
喜
び
を
確
認
し
あ
っ
て
い
た
。

ま
さ
に
、楽
屋
で
小
さ
な
国
際
交
流
が
始

ま
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
 

　
沖
縄
に
来
て
8
年
目
と
い
う
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
留
学
生
Ｅ
さ
ん
は
、目
を
輝
か
せ

な
が
ら
「
今
度
は
い
つ
や
り
ま
す
か
？
」
と

訊
い
て
き
た
。
そ
の
一
言
で
、私
は
胸
が
熱

く
な
り
、本
当
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。
 

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、国
際
交
流
っ
て
何

だ
ろ
う
、観
光
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ

ろ
う
、と
改
め
て
考
え
さ
せ
る
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
。よ
く
観
光
は
読
ん
で
字

の
ご
と
く
「
光
を
観
る
こ
と
だ
」
と
い
う
。

光
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
色
々
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
国
の
そ
の
地
域
の
一
番
光
輝
い
て
い
る

と
こ
ろ
に
触
れ
る
こ
と
で
、自
分
自
身
が

光
輝
く
こ
と
な
ん
だ
と
私
は
勝
手
に
解

釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、国
際
交
流
も
そ
の

原
点
は
人
と
人
の
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
で

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
素
直
に
共
感

す
る
感
性
を
共
有
す
る
こ
と
の
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。
 

　
国
際
交
流
は
足
元
に
あ
り
、私
た
ち
の

日
常
か
ら
始
ま
る
、と
い
う
思
い
を
強
く

し
な
が
ら
、沖
縄
に
在
住
す
る
ア
ジ
ア
の
人
々

と
文
化
芸
能
な
ど
の
具
体
的
な
交
流
を

も
っ
と
多
く
行
う
こ
と
で
、ま
ず
は
出
会

い
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
こ

と
が
、ひ
い
て
は
沖
縄
に
在
住
す
る
世
界

中
の
国
々
の
人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
も
な
り
、や
が
て
そ
こ
に
集
う
一
人

ひ
と
り
が
民
間
親
善
大
使
と
し
て
羽
ば

た
い
て
行
く
こ
と
で
、沖
縄
が
名
実
共
に
、

光
輝
く
世
界
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
に

希
望
を
託
し
た
い
。
 

 

株式会社かりゆしエンターテイメント 
代表取締役社長 

長嶺　栄子 
（ながみね　えいこ） 
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科
学
技
術
の
振
興
・

国
際
交
流
拠
点
の
形
成

Ⅱ 

当部局予算概算要求 
  

１
．未
来
を
ひ
ら
く
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興 

・
沖
縄
I
T
津
梁
パ
ー
ク
（
仮
称
）

整
備
事
業
（
20
新
規
） 

・
情
報
産
業
核
人
材
育
成
支
援

事
業（
う
ち
、ア
ジ
ア
情
報
産
業

核
人
材
育
成
支
援
分
:
20
新
規
） 

２
．質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地

の
形
成 

・
国
際
観
光
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
事
業（
20
新
規
） 

・
環
境
・
景
観
の
保
全
に
配
慮
し
た

観
光
振
興
 

　
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り

支
援
事
業
（
20
新
規
）
／
沖
縄

に
お
け
る
環
境
保
全
型
観
光
促

進
事
業
／
風
景
づ
く
り
推
進

事
業（
20
新
規
） 

・
高
度
観
光
人
材
育
成
事
業（
20

新
規
） 

３
．沖
縄
の
特
性
を
生
か
し
た
創
意

あ
ふ
れ
る
産
業
の
振
興 

・
沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

／
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
研
究

開
発
支
援
事
業
／
沖
縄
デ
ザ

イ
ン
戦
略
構
築
促
進
事
業
 

４
．産
業
の
振
興
と
一
体
と
な
っ
た

雇
用
の
安
定 

・
沖
縄
雇
用
最
適
化
支
援
事
業

（
20
新
規
） 

・
子
育
て
家
庭
の
就
労
支
援
モ
デ

ル
事
業
 

５
．こ
れ
か
ら
の
沖
縄
を
担
う
多
様

な
人
材
の
育
成 

・
ア
ジ
ア
青
年
の
家
事
業
（
20
新

規
） 

・
沖
縄
新
世
代
経
営
者
塾
推
進

事
業
（
20
新
規
） 

・
自
立
型
経
済
の
構
築
を
牽
引
す

る
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
 

　
金
融
人
材
育
成
支
援
事
業
／

情
報
産
業
核
人
材
育
成
支
援

事
業（
再
掲
）／
高
度
観
光
人

材
育
成
事
業（
再
掲
）／
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
高
度
人
材
供
給
体
制

産
学
官
連
携
事
業
 

   

 
・
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
仮

称
）設
立
構
想
の
推
進 

・
航
空
輸
送
能
力
の
増
大
を
い
か
し

た
振
興
構
想
検
討
事
業 

・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク（
仮
称
）整

備
事
業（
再
掲
） 

・
国
際
観
光
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
事
業（
再
掲
） 

・
空
港
・
港
湾
等
の
社
会
資
本
整
備 

　
那
覇
空
港
に
お
け
る
滑
走
路
増

設
等
の
抜
本
的
な
空
港
能
力
向

上
方
策
の
推
進 

　
那
覇
港
・
石
垣
港
の
大
型
旅
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備 

自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
た
取
組

Ⅰ 

この度、平成20年度内閣府沖縄担当部局予算の概算要求・要望がまとまりました。 
平成20年度は、沖縄振興計画の後期展望を踏まえ、自立型経済の構築に向けて、より一層効果的な施策の推進を図る
こととし、沖縄の優位性や地域特性を生かした産業・科学技術振興に関する施策、沖縄の将来を担う人材の育成に係る
施策、県土の均衡ある発展のため、離島・過疎地域の活性化による地域づくりのための施策、目的志向型の総合的・戦
略的な社会資本整備等を重点的に進めるための予算を要求しています。 
その概要は以下のとおりです。 
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Special Edition1

総　務　部 

県
土
の
均
衡
あ
る

発
展
の
た
め
の
取
組

Ⅲ 

平成20年度内閣府沖縄担

Ⅰ．基本的政策企画立案等経費 

1．沖縄振興計画推進調査費 

2．沖縄における産業・科学技術振興関係経費 

3．沖縄離島活性化特別事業費等 

4．普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費 

5．沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費 

6．沖縄北部特別振興対策事業費 

7．沖縄特別振興対策調整費等 

8．その他 

Ⅱ．沖縄振興開発事業費等 

計 

1．沖縄振興開発事業費 

　　（1）公共事業関係費 

　　（2）沖縄教育振興事業費 

　　（3）沖縄新大学院大学施設整備費 

　　（4）沖縄保健衛生等対策諸費 

　　（5）沖縄農業振興費 

2．沖縄振興特別交付金 

3．戦後処理経費 

4．沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費 

5．沖縄振興開発金融公庫補給金等経費 

 

27,239 

100 

7,703 

847 

426 

1,955 

5,000 

5,000 

6,208

28,808 

100 

5,213 

101 

333 

6,509 

5,000 

5,000 

6,552

△1,568 

0 

2,490 

746 

93 

△4,554 

0 

0 

△344

94.6 

100.0 

147.8 

839.5 

128.0 

30.0 

100.0 

100.0 

94.8

285,262 

280,468 

250,222 

15,430 

10,396 

1,371 

3,049 

90 

527 

71 

4,105 

312,501

235,431 

230,630 

212,898 

9,790 

4,419 

474 

3,049 

90 

534 

71 

4,105 

264,239

49,831 

49,838 

37,324 

5,640 

5,977 

897 

0 

0 

△7 

0 

0 

48,263

121.2 

121.6 

117.5 

157.6 

235.2 

289.3 

100.0 

100.0 

98.7 

100.6 

100.0 

118.3

事　項 

平成２０年度 
概算要求 
・ 

要望額 

前年度 
予算額 

対前年度比 

増△減額 比　率 

平成20年度 内閣府沖縄担当部局 予算概算要求・要望          （単位：百万円・％） 

  １
．離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化
に

よ
る
地
域
づ
く
り 

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
事
業（

20
新
規
） 

・
離
島
地
域
広
域
連
携
推
進
モ
デ

ル
事
業（
20
新
規
） 

・
自
然
・
伝
統
文
化
を
活
か
し
た

沖
縄
離
島
活
性
化
事
業（
20
新

規
） 

・
沖
縄
離
島
振
興
特
別
対
策
事

業
 

・
離
島
の
社
会
資
本
整
備
 

新
石
垣
空
港
、
石
垣
港
大

型
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
伊
良

部
架
橋
等
 

２
．北
部
地
域
の
更
な
る
発
展 

・
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
事

業
費（
非
公
共
） 

・
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
特

定
開
発
事
業
推
進
費（
公
共
） 

   
１
．米
軍
再
編
も
見
据
え
た
跡
地
利

用
の
促
進 

・
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
企
画

立
案
等
経
費
（
う
ち
、今
後
の

跡
地
利
用
施
策
展
開
方
策
検

討
調
査
分
:
20
新
規
） 

・
大
規
模
駐
留
軍
用
地
跡
地
等

利
用
推
進
に
必
要
な
経
費
 

２
．米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業 

・
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性

化
特
別
事
業
 

３
．米
軍
再
編
関
連
事
業
へ
の
対
応 

・
再
編
関
連
振
興
特
別
地
域
整

備
事
業（
事
項
要
求
） 

・
沖
縄
特
定
開
発
事
業
推
進
調

査
費
の
活
用
 

   ・
無
医
地
区
医
師
派
遣
費
等
補

助
金
 

・
沖
縄
の
戦
後
処
理
対
策（
沖
縄

不
発
弾
等
対
策
事
業
等
） 

   
１
．
産
業
の
発
展
を
支
え
る
社
会

基
盤
の
整
備 

・
那
覇
空
港
自
動
車
道
・
沖
縄
西

海
岸
道
路
、伊
良
部
架
橋
等
の

道
路
整
備
事
業
 

・
新
石
垣
空
港
、那
覇
空
港
に
お

け
る
滑
走
路
増
設
等
の
抜
本

的
な
空
港
能
力
向
上
方
策
の

推
進
（
再
掲
）
等
の
空
港
整
備

事
業
 

・
那
覇
港
・
石
垣
港
大
型
旅
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
港
湾
整
備
事

業
 

・
亜
熱
帯
特
性
等
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
 

２
．県
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤

の
整
備 

・
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
 

（
治
山
治
水
対
策
事
業
、道
路
に

お
け
る
電
線
類
の
地
下
収
容

空
間
の
整
備
等
） 

・
生
活
環
境
基
盤
の
整
備（
水
道
・

廃
棄
物
事
業
等
） 

・
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の

推
進
 

・
沖
縄
赤
十
字
病
院
の
移
転
新
築
 

 

基
地
負
担
の
軽
減
と

跡
地
利
用
の
促
進

Ⅳ 

県
民
生
活
の
安
定

確
保
の
た
め
の
取
組

Ⅴ 

沖
縄
の
着
実
な
発
展
を

支
え
る
基
盤
づ
く
り

Ⅵ 
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那覇空港へのご意見を募集しています（８月２９日～１０月２８日）  
りっか PIさな！（さあ、PIしましょう！）～空港から見える沖縄の未来～  

　
那
覇
空
港
に
お
け
る
平
成
18
年

度
の
航
空
機
年
間
着
回
数
は
11
・

9
万
回
（
自
衛
隊
機
等
を
含
む
）

に
及
び
、
全
国
で
5
番
目
の
回
数

を
誇
る
と
と
も
に
、
滑
走
路
1
本

の
空
港
と
し
て
は
全
国
で
2
番
目
と

な
り
ま
す
。 

　
島
嶼
県
で
あ
る
沖
縄
に
と
っ
て
那

覇
空
港
は
、
本
土
や
県
内
周
辺
離

島
を
結
ぶ
ハ
ブ
空
港
で
あ
り
、
沖
縄

県
民
の
生
活
に
は
欠
か
す
事
が
で
き

な
い
社
会
基
盤
で
す
。 

　
ま
た
、
近
年
の
沖
縄
ブ
ー
ム
に
後

押
し
さ
れ
、
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
18

年
の
入
域
観
光
客
数
は
過
去
最
高
の 

5
6
4
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

入
域
観
光
客
数
の
98
％
が
空
路
に
よ

り
沖
縄
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
那
覇
空
港
は
沖
縄
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
を
支

え
る
重
要
な
社
会
基
盤
と
言
え
ま
す
。 

現
在
の
那
覇
空
港

1

那
覇
空
港
の
総
合
的
な

調
査
と
Ｐ
Ｉ

2

   

　
那
覇
空
港
は
将
来
の
需
要
が
逼
迫

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
や
県
が
一
体
と
な
り
那
覇
空
港
の

将
来
を
検
討
す
る
た
め
平
成
15
年

度
よ
り
「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調

査
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調
査
」

で
は
、
Ｐ
Ｉ
と
い
う
住
民
参
加
型
の

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
Ｐ
Ｉ
は
調
査
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
３

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
お
り
、
ス
テ
ッ

プ
ご
と
に
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
き
な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
ス
テ
ッ
プ
１
で
「
那
覇

空
港
の
現
状
や
役
割
」
に
つ
い
て
、
ス

テ
ッ
プ
２
で
「
現
在
の
那
覇
空
港
で
将

来
の
需
要
に
対
応
で
き
る
の
か
？
」

に
つ
い
て
Ｐ
Ｉ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
ス
テ
ッ
プ
３
と
し
て
「
那
覇

空
港
の
将
来
対
応
方
策
」
に
つ
い
て

P
I
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

ＰＩ(パブリック・インボルブメント )とは 
 Public(公衆を)・Involvement(巻き込む )の略。
一般的に、政策決定や公共事業の計画決定において、国民や地域住民の方が意見を表明
できるような場を設け、寄せられた意見を計画に反映するものです。

特集2的な調査・PIステップ3 
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こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
、
将

来
人
口
や
経
済
成
長
等
を
組
み
合
わ

せ
て
４
つ
の
ケ
ー
ス
で
予
測
し
た
那

覇
空
港
の
需
要
は
、
今
後
も
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
、
現
在
の
那
覇
空
港

の
ま
ま
で
は
2
0
1
0
年
〜

2
0
1
5
年
頃
に
は
夏
期
を
中
心
に

需
要
に
対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
 

　
現
在
で
も
年
間
17
万
人
の
方
が

沖
縄
訪
問
を
取
り
や
め
て
お
り
、

県
経
済
の
年
間
損
失
額
は
1
9
0

億
円
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
需
要
に

対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
年
間
19
〜

43
万
人
が
沖
縄
訪
問
を
出
来
な
く

な
り
、
沖
縄
訪
問
が
出
来
な
く
な

る
こ
と
に
よ
る
県
経
済
の
年
間
損

失
額
は
2
2
0
〜
4
9
0
億
円
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

    　
将
来
、
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ

る
那
覇
空
港
の
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
那
覇
空
港
の
滑
走
路
処
理

容
量
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
将
来

対
応
方
策
と
し
て
、
現
施
設
を
一

部
改
良
し
て
平
行
誘
導
路
を
二
重

化
す
る
「
有
効
活
用
方
策
」
と
滑

走
路
増
設
に
よ
り
抜
本
的
に
処
理

容
量
を
向
上
さ
せ
る
「
抜
本
的
な

空
港
能
力
向
上
方
策
」
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
 

「
平
行
誘
導
路
の
二
重
化
」
と
は
、

現
在
の
平
行
誘
導
路
が
1
本
の
た

め
到
着
機
と
出
発
機
の
地
上
走
行

が
輻
輳
し
て
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な

っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
地
上

走
行
ル
ー
ト
を
別
々
に
確
保
す
る

こ
と
で
滑
走
路
処
理
容
量
を
向
上

さ
せ
る
方
法
で
す
。
 
 

　
ま
た
、
「
滑
走
路
増
設
」
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
、
現
滑
走
路
と

増
設
滑
走
路
の
位
置
関
係
（
滑
走

路
間
隔
等
）
に
よ
り
滑
走
路
処
理

容
量
が
異
な
る
と
と
も
に
、
事
業

規
模
、
利
便
性
、
周
辺
へ
の
影
響

も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
 

　
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
様
々
な
傾
向

や
影
響
を
比
較
す
る
た
め
、
増
設

滑
走
路
案
に
つ
い
て
は
滑
走
路
間

隔
が
異
な
る
3
案
を
提
示
し
ま
し

た
。
 

　
こ
れ
ら
の
特
徴
を
把
握
す
る
た

め
、
将
来
対
応
方
策
を
実
施
し
な

い
「
施
策
な
し
」
を
加
え
て
比
較

を
行
い
ま
し
た
。
 

P
I
ス
テ
ッ
プ
２
ま
で
の

調
査
結
果

3

開発建設部 

P
I
ス
テ
ッ
プ
３
で
示
す

将
来
対
応
方
策
案

4

滑走路間隔 1310m案 

平行誘導路の二重化 

滑走路間隔 210m案 滑走路間隔 930m案 

施策なし

ステップ3で 
検討すること 
ステップ3で 
検討すること 滑走路間隔 

1310m案 
滑走路間隔 
930m案 

将来対応方策あり

抜本的な空港能力向上方策

滑走路増設の代表案

将来対応方策なし

現状のまま

施策なし

将 来 対 応 方 策 の 比 較  

滑走路間隔 
210m案 平行誘導路の二重化 

※これらの案は皆様に将来対応方策をご検討い

ただくための案であり、この案のどれかが将

来対応方策案になるというものではありません。

また、滑走路規模は検討が進む中で変更する

可能性があります。 

PIステップ 

2より 
将来、増加すると予想される航空需要に対し、2015年度ころには現空港では対応できなくおそれがある。 

有効活用方策

Special Edition2-1 那覇空港の総合

 



特集2
那覇空港の総合的な調査・PIステップ3 
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将
来
対
応
方
策
案
の
比
較

5（１）整備効果など

滑走路間隔 
1310m 案 

滑走路間隔 
930m 案 

滑走路間隔 
210m 案 

平行誘導路の 
二重化 

施策なし 備　考 

空港能力 
日発着可能回数 

ピーク時の発着可能回数 

地上走行距離 

概算事業費 

概算工期  

埋立面積  

 

3100 m 

2400 億円 

10年 

220ha 

 

2100 m 

2500 億円 

10年 

200ha 

2400 m 

 1300 億円 

7 年 

90ha

1100 m 

50 億円 

3年 

0ha 

1100 m 

－ 

－ 

－ 

経
済
効
果 

座
席
利
用
率 

2030年度以降も 
需要に対応可能 

予測ケース１ 

予測ケース２ 

予測ケース３ 

予測ケース４ 

予測ケース１ 

予測ケース２ 

予測ケース３ 

予測ケース４ 

1420 億円 

1110 億円 

120 億円 

70% 

67% 

55% 

49%

93% 

86% 

71% 

 64%

100% 

100% 

88% 

78%

100% 

100% 

 91% 

80%

1280 億円 

1110 億円 

120 億円 

190 億円 

180 億円 

 70 億円 

0 億円 

0 億円 

0 億円 

2020年代後 
半には対応不可 

2010年代後半 
には対応不可 

2010～2015 
年度には対応不可 

需要への対応 
(夏期ピーク)

600～ 
620回/日 

55 回/時 

470～ 
480回/日 

380～ 
390回/日 

370～ 
380回/日 

42回/時 34回/時 33回/時 

仮定に基づいた試算値のため 
実際の回数とは異なる。 

入込客の増加に伴う 
直接効果と波及効果。 
(2030 年度時点)

提供座席数は日発着可能回数が 
最大の時に提供できる座席数を 

想定。 
 現状（2004年）の夏期ピーク 

75％ 

今後滑走路配置や工法など、 
詳細な検討により数値は変動する 

可能性がある。 

日発着可能回数 

（２）環境への影響

滑走路間隔1310m 案 滑走路間隔 930m 案 滑走路間隔 210m 案 

航空機騒音 

滑 走 路 増 設 案  

海域生物 

海域消失面積（全分布） 

・サンゴ礁：約560ha 

・藻場：約90ha 

・干潟：約410ha

水
環
境 

利
用 

陸
域
生
物 

歴
史
文
化 

瀬長島  影響なし 

大嶺崎周辺区域  影響あり 

瀬長島 影響なし 一部利用が制限される可能性がある。 

大嶺崎周辺区域 空港用地化により利用できなくなる。 

干潟 干潟の一部が利用できなくなる。 

瀬長島 影響なし  瀬長グスクの一部に影響あり  

大嶺崎周辺区域 拝所に何らかの影響が生じる  拝所や大嶺部落跡の一部に何らかの影響が生じる 

サンゴ礁 

藻　　場 

干　　潟 

変化は1310m、930m案より小さい。 

変化は1310m、930m案より小さい。 

 

影響あり 

影響は1310m、930m 案より小さい。 

沖合に滑走路を増設することから顕著な影響はみられず、現状と同程度と考えられる。 
 

サンゴ礁や藻場に配置されることから、海域生物の生息場への影響が懸念される。 

※既存資料を基に概略的な影響を検討したものです。（建設中の影響は除く）また、滑走路長や展開用地の規模の変動に伴い環境への影響も変化する
可能性があります。 

※那覇空港の需要予測の算定については、将来の経済成長や人口の予測値を用いています。これら予測値には幅があるため、その組み合わせにより４
つのケースについて那覇空港の需要予測を行いました。将来人口及び経済が最も進展したと仮定した場合がケース１、最も停滞したと仮定した場合
がケース４となります。詳細については「那覇空港の調査報告書３」をご覧ください。 

潮　流  瀬長島周辺で流速が速まる。  

底　質  流速の変化に伴う底質の変化が予想される。 

水　質  流入負荷が無いため現状と大きな差は無い。 

サンゴ礁 

藻　　場 

干　　潟 

サンゴ礁 

藻　　場 

干　　潟 

『需要予測ケース４については、現滑走路１本でも対応可能となることから、滑走路増設分に係る経済効果は「０」となる。』 
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Special Edition2-2

  　
国
と
県
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調
査
」
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
調
査

は
那
覇
空
港
の
今
後
の
整
備
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
調
査
段
階
で
あ
り
、

P
I
ス
テ
ッ
プ
１
〜
３
を
通
し
て
皆

様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

等
を
踏
ま
え
、
整
備
の
必
要
性
を
判

断
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
、
整
備
が
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

将
来
対
応
方
策
を
決
定
す
る
た
め
、

詳
細
に
検
討
を
行
い
ま
す
。
 

 

   　
P
I
ス
テ
ッ
プ
３
の
詳
細
な
内

容
を
ま
と
め
た
「
那
覇
空
港
の
調

査
報
告
書
３
」
は
、
那
覇
空
港
や

県
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
等
、
左
記

の
場
所
に
お
い
て
配
布
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 

開発建設部 

今
後
の

那
覇
空
港
に
つ
い
て

6

「
こ
れ
か
ら
」
の

那
覇
空
港
に
つ
い
て

あ
な
た
の
声
を
く
だ
さ
い

7

　皆様から頂いたご意見の一つ一つが、

那覇空港の将来整備の方向性を決め

る重要な役割を担うことになります。 

　報告書の中にはアンケート用紙が

入っていますので、皆様の貴重なご

意見をお寄せください。 

　あて先：内閣府沖縄総合事務局 開発建設部　港湾空港建設課 空港係 
　郵　送：〒９００-８５３０　沖縄県那覇市前島２－２１－７ 
　ＦＡＸ：０９８-８６０-１０００ 
　メール：mail-kuukouo@ogb.cao.go.jp 
　HP アドレス： http://www.pref.okinawa.jp/koutsuu/nahakuukou/index.html

※ご意見・お問合せ先 
 

あなたの声をください 

募集期間 

10月28日まで 

☆配布場所 
●那覇空港 
●モノレール各駅 
●県行政センター 
●沖縄県交通政策課 
●沖縄総合事務局  
　など 
 

『那覇空港の調査報告書3』
那覇空港の総合的な調査 検索 
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金
融
商
品
取
引
法
の
施
行
に
つ
い
て 

〜
利
用
者
保
護
と
公
正
・
透
明
な
市
場
の
構
築
に
向
け
て
〜 
1

財務部 

平
成
１８
年
６
月
、
「
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
等
が
成
立
し
、
一
部
を
除
い
て
１９
年
９
月
３０
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

Point
１
．投
資
性
の
強
い
金
融
商
品
に
対
す

る
横
断
的
な
投
資
者
保
護
法
制
の

構
築
（
１９
年
９
月
３０
日
施
行
）

 ①
「
証
券
取
引
法
」
か
ら
「
金
融
商
品

取
引
法
」へ
 

　
今
回
の
法
整
備
で
は
、
現
行
の
縦

割
り
業
法
を
見
直
す
観
点
か
ら
、
金

融
先
物
取
引
法
な
ど
４
法
律
を
廃
止

し
て
証
券
取
引
法
に
統
合
し
、
ま
た
、

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る

法
律
を
始
め
89
法
律
を
改
正
し
、
そ

の
一
部
を
証
券
取
引
法
に
統
合
し
ま

す
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、証
券
取
引
法
は
、従

来
よ
り
も
幅
広
い
金
融
商
品
を
対
象

と
す
る
法
律
と
な
る
こ
と
か
ら
、そ
の

題
名
を
「
金
融
商
品
取
引
法
」へ
と
改

め
ま
す（
以
下
「
証
取
法
」「
金
商
法
」

と
略
し
ま
す
。）。
 

②
規
制
対
象
商
品
の
拡
大
 

　
近
年
、金
融
技
術
の
進
展
等
を
背

景
と
し
て
、証
取
法
そ
の
他
の
既
存
の

利
用
者
保
護
法
制
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
金
融
商
品
が
出
現
し
て
お
り
、利

用
者
被
害
が
生
じ
て
い
る
事
例
も
み
ら

れ
ま
す
。こ
う
し
た
既
存
の
利
用
者
保

護
法
制
の「
す
き
間
」
を
埋
め
る
観
点

か
ら
、金
商
法
で
は
規
制
対
象
商
品
の

拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。
 

③
規
制
対
象
業
務
の
横
断
化
 

　
現
行
の
縦
割
り
業
法
を
見
直
し
、

現
行
の
証
券
業
の
ほ
か
幅
広
い
業
務
を

「
金
融
商
品
取
引
業
」
と
位
置
付
け
、

登
録
制
に
よ
り
横
断
的
に
規
制
す
る

こ
と
と
し
ま
す（
図
２
）。
 

④
業
務
の
内
容
に
応
じ
た
参
入
規
制

の
柔
軟
化
 

　
前
述
③
の
よ
う
に
金
融
商
品
取
引

業
を
登
録
制
に
よ
り
横
断
的
に
規
制

す
る
一
方
で
、業
務
内
容
の
範
囲
に
応

じ
て
金
融
商
品
取
引
業
を
区
分
し
、

各
区
分
に
応
じ
て
参
入
規
制
（
登
録

拒
否
要
件
）を
定
め
て
い
ま
す（
図
３
）。
 

 

⑤
業
者
が
遵
守
す
べ
き
行
為
規
制
の

整
備
 

　
主
と
し
て
投
資
者
保
護
の
観
点
か
ら
、

金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
対
し
て
、

多
数
の
行
為
規
制
を
定
め
て
い
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、広
告
等
の
規
制
や
契
約
締

結
に
か
か
る
書
面
交
付
義
務
の
ほ
か
、

政
令
で
定
め
る
取
引
に
つ
い
て
は
、勧
誘

の
要
請
を
し
て
い
な
い
顧
客
に
対
し
、

訪
問
・
電
話
に
よ
る
勧
誘
を
し
て
は
な

ら
な
い（
不
招
請
勧
誘
の
禁
止
）な
ど
の

規
制
が
あ
り
ま
す
。
 

⑥
顧
客
の
属
性
に
応
じ
た
行
為
規
制

の
柔
軟
化
 

　
利
用
者
保
護
を
前
提
と
し
つ
つ
リ
ス

ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
供
給
の
円
滑
化
も
両
立

さ
せ
る
観
点
か
ら
、顧
客
が
「
特
定
投

資
家（
プ
ロ
）」で
あ
る
場
合
に
は
、例
え

ば
「
契
約
締
結
前
の
書
面
交
付
義
務
」

の
よ
う
に
情
報
格
差
の
是
正
を
目
的

〔図１〕金融商品取引法の規制対象商品 

国　　債 
地 方 債 
社　　債 
株　　式 
投資信託 
有価証券デリバティブ取引など 
（限定列挙） 

証券取引法の規制対象商品 

国　　債 
地 方 債 
社　　債 
株　　式 
投資信託 

信託受益権全般 
集団投資スキーム持分（包括的な定義） 

多様なデリバティブ取引 
（例えば、外国為替証拠金取引、天候デリバティブ取引）など 

金融商品取引法の規制対象商品 
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SHIGOTONO*MADO1 2

3 4

5 6

と
す
る
行
為
規
制
を
適
用
除
外
し
ま

す
。
 

⑦
投
資
性
の
強
い
預
金
・
保
険
等
の
取

扱
い
 

　
同
じ
経
済
的
機
能
を
有
す
る
金
融

商
品
に
は
同
じ
利
用
者
保
護
ル
ー
ル
を

適
用
す
る
と
の
考
え
方
の
下
、投
資
性

の
強
い
預
金
・
保
険
・
信
託
等
の「
販
売
・

勧
誘
」
業
務
に
つ
い
て
は
、金
商
法
と
同

等
の
行
為
規
制
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
、

各
業
法
を
改
正
し
て
い
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、銀
行
法
に
お
い
て
は
、銀
行

等
が
行
う
「
特
定
預
金
等
契
約
」（
外

貨
預
金
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
預
金
が
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
）の
「
販
売
・

勧
誘
」
に
つ
い
て
、金
商
法
に
定
め
る
行

為
規
制
を
準
用
し
て
い
ま
す
。
 

 ２
．開
示
制
度
の
拡
充
 

①
上
場
会
社
等
に
よ
る
開
示
の
充
実

（
２０
年
4
月
1
日
以
降
に
開
始
さ

れ
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
）
 

　
企
業
内
容
等
の
開
示
制
度
に
つ
い
て
、

適
時
・
迅
速
か
つ
適
正
な
財
務
・
企
業

情
報
の
開
示（
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
）を

確
保
す
る
た
め
、上
場
会
社
等
に
「
四

半
期
報
告
書
」
の
提
出
を
義
務
付
け

る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

②
公
開
買
付
制
度
の
見
直
し
（
施
行

済
）
 

　
近
年
、企
業
の
合
併
・
買
収
件
数
が

急
速
に
伸
び
て
お
り
、そ
の
一
手
段
で
あ

る
公
開
買
付
け
の
件
数
も
増
加
し
て

い
る
状
況
を
受
け
、「
公
開
買
付
制
度
」

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

③
大
量
保
有
報
告
制
度
の
見
直
し（
施

行
済
）
 

　
合
併
・
買
収
に
至
ら
な
い
株
式
の
大

量
取
得
事
例
も
増
加
し
て
い
る
状
況

を
受
け
、投
資
家
へ
の
一
層
の
透
明
性
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、「
大
量
保
有
報
告

制
度
」の
見
直
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 ３
．取
引
所
の
自
主
規
制
機
能
の
強
化

（
１９
年
９
月
３０
日
施
行
）
 

　
証
券
取
引
所
は
、
平
成
12
年
の
証

券
取
引
法
改
正
に
よ
り
、
株
式
会
社

化
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
株
式
会

社
形
態
の
取
引
所
は
、
株
式
会
社
と

し
て
の
「
営
利
性
」
と
取
引
所
取
引

の
公
正
性
・
透
明
性
確
保
に
向
け
た

「
自
主
規
制
機
能
」
と
の
間
に
利
益

相
反
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
金
商
法
で
は
、
「
金
融
商
品

取
引
所
」
の
「
自
主
規
制
業
務
」
の

適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
制

度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
 

 ４
．不
公
正
取
引
等
へ
の
厳
正
な
対
応

（
施
行
済
）
 

　
最
近
の
一
部
上
場
企
業
を
巡
る
一
連

の
不
正
事
件
を
受
け
、投
資
者
保
護
の

徹
底
、公
正
か
つ
透
明
な
証
券
取
引
の

確
保
及
び
証
券
取
引
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、開

示
書
類
の
虚
偽
記
載
や
不
公
正
取
引

な
ど
に
つ
い
て
、罰
則
の
法
定
刑
の
水
準

を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
 

 

〔図２〕規制対象業務の横断化 

証券取引法 

販売・勧誘 

金融商品 
取引業 

（登録制） 

証券業（原則登録制） 

金融先物取引法 金融先物取引業（登録制） 

商品ファンド法 商品投資販売業（許可制） 

信託業法 

証券投資顧問業法 

証券投資顧問業法 

投資信託・ 
投資法人法 

（証券会社等の付随業務） 

信託受益権販売業（登録制） 

集団投資スキーム持分の自己募集 

証券投資顧問業（登録制） 

投資一任契約にかかる業務（認可制） 

投資信託委託業 
投資法人資産運用業 
（認可制） 

集団投資スキームの財産の自己運用 

有価証券の保護預り 

〔図３〕業務内容に応じた参入規制の柔軟化 

〔参考〕集団投資スキームの包括的な定義について 

※業務の種別に応じた参
入規制  
  
・個人による参入の可否 
・財産的基盤  
・人的構成の的確性など 

金融商品取引法では、他者から金銭等の出資（拠出）を受け、その財産を用いて
事業を行い、当該事業から生じる収益等を出資者等に配分するような仕組み（集
団投資スキーム）の持分を、包括的に有価証券と位置づけています。 

投資助言 

投資運用 

資産管理 

金融商品 
取引業 

（登録制） 

第一種金融商品取引業 

流動性の高い有価証券
の販売・勧誘、顧客資産
の管理　など 

投資運用業 
投資運用 

投資助言・代理業 
投資助言　など 

第二種金融商品取引業 

流動性の低い有価証券
の販売・勧誘　など 
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平
成
１９
年
度
「
食
育
月
間
」
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
　
食
育
推
進
の
取
組
に
つ
い
て 
2

農林水産部 

平
成
１７
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
食
育
基
本
法
に
基
づ
き
、
１８
年
３
月
に
は
食
育
推
進
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
毎
年
６
月
を
「
食
育
月
間
」
と
定
め
、
同
月
間
に
お
い
て
重
点
的
・
効
果
的
に
食
育
を
推
進
す
る
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
食
育
月
間
期
間
中
に
様
々
な
取
組
を
行
い
、
食
育
の
普
及
・
推
進
に
努
め
ま
し
た
。 

Point
１
．沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

説
明
会

　
去
る
６
月
７
日
に
、名
護
市
の
北
部
会

館
に
お
い
て『
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
説
明
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
は
、

全
国
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
基

本
に
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
料
理
等
、沖
縄
県
民

が
日
頃
の
食
生
活
で
親
し
ん
で
い
る
料
理

例
を
追
加
し
、日
常
的
に
活
用
で
き
る
よ

う
、沖
縄
県
、（
社
）
沖
縄
県
栄
養
士
会

及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
が
連
携
し
て
作

成
し
た
も
の
で
す
。
説
明
会
で
は
管
理
栄

養
士
と
し
て
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
の
作
成
に
も
携
わ
っ
た
宮
ま
さ
よ

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、沖
縄
版
が
作
成
さ

れ
た
経
緯
や
そ
の
特
徴
及
び
活
用
方
法

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、沖
縄
県
福
祉
保
健
部
薬
務
衛

生
課
の
与
那
原
主
幹
に
は
、本
年
２
月
に

策
定
さ
れ
た
沖
縄

県
食
育
推
進
計
画「
食

育
お
き
な
わ
う
ま

ん
ち
ゅ
プ
ラ
ン
」の
概

要
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
事
例
発
表
と
し
て
、大
宜
味

村
で
「
笑
味
の
店
」
を
営
む
金
城
笑
子
さ

ん
に
、在
来
野
菜
や
旬
の
食
材
を
活
用
し

た
料
理
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
や
、料
理

体
験
の
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
名
護
市
の

Ｊ
Ａ
や
ん
ば
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
は
い
菜
！
や
ん
ば

る
市
場
」
店
長
の
比

嘉
克
宏
さ
ん
に
は
、

朝
採
り
新
鮮
で
顔

が
見
え
る
産
地
直

送
を
売
り
に
し
た

直
売
所
や
、食
農
教

育
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

 ２
．沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

実
践
週
間

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
は
食
育
推

進
基
本
計
画
に
お
い
て
も
そ
の
普
及
・
活

用
の
促
進
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、沖

縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
食
育
担
当

部
局
職
員
自
ら
が
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
を
活
用
し
た
食
生
活
を
実
践
し
、そ

の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
民

の「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
活
用
促
進
を

図
る
た
め
、沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
実
践
週
間
を
昨
年
度
に
引
き
続
き

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
沖
縄
県
の
食

育
関
係
部
局
と
も
連
携
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

１
実
施
期
間
 

　
平
成
１９
年
６
月
１８
日（
月
）〜
２４
日（
日
） 

２
実
践
参
加
者
 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
及
び
沖
縄
県
職
員

１
５
０
名（
う
ち
結
果
報
告
者
１
３
２
名
） 

３
実
施
方
法
 

①
実
践
週
間
を
開
始
す
る
前
に
参
加
者

を
対
象
に
し
た
勉
強
会
を
開
催
 

②
自
分
の
体
型
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、B
M
I

値
を
算
出
 

③
毎
日
の
食
事
を
「
一
週
間
の
食
生
活
チ

ェッ
ク
ブ
ッ
ク
」に
記
録
 

④
一
週
間
分
の
記
録
及
び
実
践
に
お
け
る

感
想
を
報
告
 

⑤
集
計
・
公
表
 

４
結
果
の
概
要
 

①
参
加
者
の
構
成
及
び
B
M
I
25
以
上

の
者（
肥
満
者
）の
状
況
 

　
　
実
践
結
果
報
告
者
数
は
1
3
2
人

で
、内
訳
を
性
別
で
見
る
と
、男
性
99

人
、女
性
33
人
で
、年
齢
別
に
見
る
と

50
代
以
上
が
65
人
と
最
も
多
く
、次

い
で
30
代
が
30
人
、40
代
が
25
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、B
M
I
25
以
上（
肥

満
者
）の
占
め
る
割
合
を
男
女
別
に
み

る
と
男
性
で
は
42
％
、女
性
で
は
０
％

で
し
た
。
 

　
　
男
性
の
年
代
別
肥
満
率
は
、50
代

以
上
が
46
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
40

代
が
44
％
、30
代
が
38
％
、20
代
以
下

は
該
当
な
し
と
い
う
結
果
と
な
り
、

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
肥
満
率
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

1日分 
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②
５
つ
の
料
理
区
分
ご
と
の
食
事
の
摂

取
量
及
び
適
量
か
ら
の
過
不
足
 

　
　
男
性
、女
性
と
も
に
主
菜
に
つ
い
て

は
適
量
を
若
干
超
過
し
て
お
り
、ど

ち
ら
も
副
菜
、牛
乳
・
乳
製
品
及
び
果

物
に
つ
い
て
は
適
量
か
ら
不
足
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
実
践
参
加
者
の
食

事
摂
取
量
の
平
均
値
は
全
体
的
に
適

量
不
足
が
目
立
ち
ま
し
た
。
 

③
Ｂ
Ｍ
Ｉ
２５
以
上
の
者（
肥
満
者
）と
未

満
者
の
食
事
摂
取
量
の
比
較（
男
性
） 

　
　
５
つ
の
料
理
区
分
ご
と
の
食
事
の
摂

取
量
を
比
較
す
る
と
、果
物
以
外
の

４
つ
の
区
分
に
お
い
て
、B
M
I
25
以

上
の
者
は
未
満
者
よ
り
多
く
摂
取
し

て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、食
事
の
摂
取
量
の
差
が
最
も

大
き
い
主
菜
に
つ
い
て
は
、B
M
I
25

未
満
の
者
の
摂
取
量
が
「
4
・
7
」
と

適
量
範
囲
に
あ
り
ま
し
た
が
、

B
M
I
25
以
上
の
者
の
摂
取
量
は「
5
・

6
」と
な
り
、未
満
者
よ
り
約
１
つ（
S
V
）

分
多
く
摂
取
し
、な
お
か
つ
適
量
よ
り

も
超
過
し
て
い
ま
し
た
。
 

 　
沖
縄
県
の
食
生
活
に
つ
い
て
は
、近
年

で
は
食
の
欧
米
化
、食
生
活
の
乱
れ
、運

動
不
足
等
も
相
ま
っ
て
肥
満
や
生
活
習

慣
病
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、早
急
な
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
実
施
し

た
実
践
週
間
結
果
に
お
い
て
も
肥
満
者

が
多
い
こ
と
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
は
、一
日
に

「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
よ
い
か

が
一
目
で
わ
か
る
食
事
の
目
安
で
あ
り
、

ど
な
た
で
も
食
生
活
の
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
 

　
あ
な
た
も
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
を
活
用
し
た
食
生
活
を
実
践
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
、沖

縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

 ３
．い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
情
報
交
換
会

　
去
る
６
月
２７
日
に
、那
覇
第
２
地
方
合

同
庁
舎
に
お
い
て「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ

ト
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
」
は
主
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
食
育
に
関
す
る
情
報
の

受
発
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、今
回
は
構
成
メ
ン
バ
ー

が
一
堂
に
会
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
食
育
に
関

す
る
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、県
内
に
お
け
る
食

育
推
進
活
動
の
よ
り
一
層
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
情
報
交
換
会
に
お
い
て
は
、「
農
作
業

体
験
学
習
の
推
進
」「
親
子
料
理
教
室
の

実
施
」「
学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物

の
使
用
拡
大
の
取
組
」「
通
信
型
食
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
」「
地
産
地
消
の
推
進
」

「
食
育
菜
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
」「
沖

縄
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
普
及
・
啓

発
の
促
進
」
等
出
席

し
た
全
会
員
か
ら
自

ら
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、

最
後
に
、更
に
連
携

を
深
め
県
内
に
お
け

る
食
育
の
推
進
に
努

め
て
行
く
こ
と
を
確

認
し
、情
報
交
換
会

を
終
了
し
ま
し
た
。
 

４
．食
を
考
え
る
パ
ネ
ル
展

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
「
移
動
消
費

者
の
部
屋
」
を
開

設
し
、「
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」
の
普

及
や
「
ご
は
ん
食
推

進
」
等
の
ポ
ス
タ
ー

を
展
示
す
る
と
と

も
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

提
供
等
を
行
う
「
食

を
考
え
る
パ
ネ
ル
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
は
そ
れ
ぞ
れ
名
護
市
の
北
部
会
館

内
、県
庁
１
階
の
県
民
ホ
ー
ル
、那
覇
第

２
地
方
合
同
庁
舎
内
な
ど
で
す
。
 

　
県
民
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
パ
ネ
ル
展
は
５
日

間
の
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、多
く
の

方
へ「
食
育
」
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

北
部
会
館
で
は
用
意

し
た
計
５
０
０
部
余
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
底
を
突

い
た
こ
と
か
ら
、
希
望

者
に
は
後
日
改
め
て
ポ

ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
提
供
し
ま
し
た
。

那
覇
第
２
合
庁
で
も
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
人
気
が
高
く
、

我
が
県
が
全
国
一
肥
満
率
が
高
い
こ
と
や

長
寿
県
沖
縄
に
赤
信
号
が
灯
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、食
生
活
の
改
善
に
関
心
を
持
つ

方
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
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ニ
ッ
ポ
ン
を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！ 

中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
5
年
間
で
1
，0
0
0
件
の
新
事
業
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
〜
 

3
経済産業部 

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
を
活
用
し
て
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
に
取
り
組
む
中
小

企
業
の
相
談
に
応
じ
徹
底
し
た
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
行
う
た
め
、
中
小
企
業
庁
の
委
託
で
全
国
１０
カ
所
に
「
地
域
資
源
活
用
支
援
事
務
局
」
を
開
設
し
ま
し
た
。 

Point
　
平
成
１８
年
６
月
に
経
済
産
業
省
が

取
り
ま
と
め
た
「
新
経
済
成
長
戦
略
」

に
お
い
て
、
大
都
市
に
比
べ
景
気
回

復
に
遅
れ
の
見
ら
れ
る
地
域
で
は
、

地
域
の
中
小
企
業
の
知
恵
と
や
る
気

を
い
か
し
た
事
業
展
開
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
、
中
小
企
業
の
活
力
に
よ
る

自
立
型
の
産
業
構
造
形
成
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
経
済

産
業
省
で
は
、
総
務
省
、
財
務
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
と
の
連
携
の
下
「
中
小
企
業

地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
 

 ★
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
…

　
地
域
の
特
徴
あ
る
地
域
資
源
を
①

産
地
の
技
術
、
②
農
林
水
産
物
、
③

観
光
資
源
の
３
類
型
に
分
け
、
こ
れ

ら
を
い
か
し
た
自
立
的
・
持
続
的
な

成
長
、
そ
れ
を
核
と
し
た
地
域
資
源

の
価
値
向
上
（
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
）
、

地
域
の
強
み
を
い
か
し
た
産
業
の
形

成
・
強
化
な
ど
に
資
す
る
地
域
経
済

の
主
体
で
あ
る
中
小
企
業
の
創
意
あ

る
取
組
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
 

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中
小
企
業

者
が
地
域
資
源
を
活
用
し
て
行
う
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
対
す

る
市
場
調
査
、
商
品
企
画
・
開
発
・

事
業
化
、
販
路
開
拓
に
必
要
な
ノ
ウ

ハ
ウ
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
資
金
、

人
材
の
確
保
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
関

係
省
と
も
連
携
し
て
総
合
的
に
支
援

し
て
い
く
も
の
で
、
今
後
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
地
域
産
業
発
展
の
核

と
な
る
新
事
業
を
年
間
で
２
０
０
件
、

５
年
間
で
１
，
０
０
０
件
創
出
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
存
在
す
る
原
石
を
宝
石
ま
で

磨
き
上
げ
、
地
域
経
済
を
元
気
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

 ★
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法

の
概
要
〜
新
法
に
よ
る
支
援
の
ポ

イ
ン
ト
〜
 

○
地
域
の
「
強
み
」
と
な
る
地
域
資

源
を
地
域
主
導
で
掘
り
起
こ
す
取

組
を
支
援
 

○
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
に
精
通
し
た
人
材
・
仕
掛
け
人

と
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
 

○
産
学
官
連
携
、
農
工
連
携
な
ど
、

従
来
の
垣
根
を
越
え
て
地
域
の
力

を
結
集
 

○
首
都
圏
な
ど
大
都
市
、
さ
ら
に
は

海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た
取
組

を
支
援
 

○
関
係
６
省
（
総
務
省
、
財
務
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経

済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
）
の
協

力
体
制
を
整
備
 

 ★
地
域
資
源
活
用
支
援
事
務
局
開
設
！！
 

　
平
成
１９
年
７
月
２
日
、
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務
所
内
に
地

域
資
源
活
用
支
援
事
務
局
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
支
援
事
務
局
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
に
精
通
し
た
専
門
家
が
「
支

援
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
地
域
の
中
小
企
業
の
相

談
に
応
じ
、
市
場
調
査
、
商
品
企
画
、

販
路
開
拓
、
事
業
性
の
評
価
な
ど
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
至
る
ま
で
徹
底

し
た
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
行
い
、
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
市
場

化
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。
 

  

「
地
域
資
源
活
用
支
援
事
務
局
開
設
の
ご
案
内
」 
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SHIGOTONO*MADO1 2

3 4
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★
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
資
源

活
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
 

　
地
域
資
源
マ
ッ
プ
、
サ
ポ
ー
タ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
い
き
い
き
活
用
事

例
、
地
域
資
源
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
す
る
様
々
な
情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
左
記
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

 

★ご相談、お問い合わせ 
 

地域資源活用支援事務局の 
主な業務 

●マーケティング等に精通した専門家が駐在して窓
口相談に対応。 
●事業内容、支援ニーズに応じ、各種専門家（経営コ
ンサルタント、税理士、中小企業診断士等）から成
る「個別支援チーム」を組織し支援を行います。 

需
要
開
拓
・
事
業
化
達
成
 

中
小
企
業
 

窓口相談 フォローアップ支援 
事業計画の 

ブラッシュアップ 

ビジネスアイディアを 
構想から具体化へ 

事業初期段階の 
販売開拓等を 
ハンズオン支援 

法律認定 
（※） 

支援 
対象 

●都道府県の指定する地域資源を活用した取組であること 
●新規性があり、域外市場への需要開拓を目指す取組であること 

（※）中小企業地域資源活用促進法 
　　　　（平成１９年６月２９日施行）による支援スキーム　 

国が基本方針を策定 

都道府県が基本構想を策定し 
地域資源を指定（国が認定） 

中小企業が 
地域資源活用事業計画を作成 
（国の地方支分部局が認定） 

支援措置 

主な支援措置 
①補助金（地域資源活用売れる商品づく
り支援事業（２／３補助）） 
②政府系金融機関による低利融資、信用
保証協会の保証枠の拡大、食品流通構
造改善機構の債務保証 
③設備投資減税（取得価格の７％の税額
控除又は３０％の特別償却。リースの場合、
別途の措置あり） 
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通
商
白
書
2
0
0
7 

　
生
産
性
向
上
と
成
長
に
向
け
た
通
商
戦
略 

　
　
　
　
　
〜
東
ア
ジ
ア
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
〜
 

4
経済産業部 

今
後
の
通
商
政
策
は
、
生
産
性
の
向
上
と
成
長
を
見
据
え
て
、
産
業
競
争
力
の
強
化
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て

強
力
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Point

SHIGOTONO*MADO1 2

3 4

5 6

【
は
じ
め
に
】

　
経
済
産
業
省
は
、平
成
19
年
７
月
10
日
、

2
0
0
7
年
版
通
商
白
書
を
発
表
し
ま

し
た
。
 

　
通
商
白
書
と
は
、
世
界
経
済
の
動
向
及

び
こ
れ
を
踏
ま
え
た
内
外
経
済
政
策
の
在

り
方
を
分
析
し
た
も
の
で
、
今
回
は
、
生

産
性
向
上
と
成
長
に
向
け
た
通
商
戦
略
〜

東
ア
ジ
ア
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
〜
を
テ
ー
マ
と
し

て
お
り
、
中
国
経
済
の
格
差
問
題
を
含
む

世
界
経
済
の
現
状
分
析
に
加
え
、
①
東
ア

ジ
ア
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
深
化
、

②
我
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
競
争
力
強
化

と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
国
内
政
策
の
在
り
方

に
つ
い
て
重
点
的
に
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

当
局
に
お
い
て
は
、
7
月
31
日
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 【
第
一
章
　
世
界
経
済
の
現
状
と
今
後

の
課
題
】
 

●
世
界
経
済
は
、成
長
が
持
続
す
る
一
方
、

経
常
収
支
不
均
衡
の
拡
大
は
継
続
。
各

国
の
構
造
調
整
と
世
界
経
済
の
拡
大
均

衡
が
望
ま
れ
る
。
 

●
高
成
長
を
続
け
る
中
国
経
済
は
、輸
出
・

投
資
に
過
度
に
依
存
。
格
差
を
是
正
し
、

内
需
主
導
へ
転
換
す
る
こ
と
が
持
続
的

成
長
の
ポ
イ
ン
ト
。イ
ン
ド
経
済
は
、サ
ー

ビ
ス
産
業
、内
需
を
中
心
に
異
な
っ
た
高

成
長
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
が
、産
業

イ
ン
フ
ラ
の
改
善
、法
制
運
用
の
透
明
性

向
上
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 【
第
二
章
　
東
ア
ジ
ア
事
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拡
大
と
深
化
】
 
 

●
東
ア
ジ
ア
は
高
成
長
を
持
続
し
、域
内
一

体
化
が
進
展
。Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
多
国
間
工
程
分
業
の
進
展
に
よ
り
、

三
角
貿
易（
日
本
、Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
の
基
幹
部
材

を
使
っ
て
中
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
組
み
立
て
、日

米
欧
に
輸
出
）、中
間
財
相
互
供
給
が
拡

大
。
さ
ら
に
、我
が
国
企
業
は
東
ア
ジ
ア

市
場
を
一
体
に
捉
え
、域
内
供
給
機
能
の

集
約
化
、域
内
販
売
統
括
拠
点
の
設
置

に
加
え
、開
発
機
能
も
展
開
。
 

●
東
ア
ジ
ア
で
の
事
業
展
開
は
、販
路
開
拓

や
中
間
財
輸
出
増
大
、国
内
で
の
高
付

加
価
値
品
へ
の
特
化
な
ど
に
よ
り
、国
内

に
生
産
額
増
大
、収
益
性
向
上
に
大
き

な
効
果
。
ま
た
、我
が
国
や
他
の
途
上
国

で
も
活
用
可
能
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
実

現
す
る
と
と
も
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

供
給
に
も
寄
与
。
 
 

●
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
活
発
な
企
業
活
動

を
促
進
し
、経
済
の
更
な
る
発
展
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、事
業
環
境
を
整
備
し
、

よ
り
シ
ー
ム
レ
ス
な
経
済
圏
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
。
 

 【
第
三
章
　
我
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
競

争
力
強
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
】 
 

●
世
界
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
展
す
る

中
、米
国
を
始
め
欧
米
諸
国
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
は
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
。一
方
、

我
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
は
、大
き
く
立
ち
後
れ
。
 

●
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
背
景
に
は
、①
Ｉ
Ｔ
の

利
活
用
、②
各
国
の
制
度
整
備
・
規
制
緩

和
、③
サ
ー
ビ
ス
取
引
の
国
際
化
、④
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
に
よ
る
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
の
実

現
を
通
じ
た
競
争
力
強
化
が
あ
る
。
 

●
我
が
国
経
済
発
展
の
た
め
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇

用
の
７
割
を
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
持

続
的
成
長
は
不
可
欠
。
国
際
的
に
立
ち

後
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
投
資
・
利
活
用
の
促
進
、

外
資
を
含
む
新
規
参
入
の
拡
大
を
通
じ

た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
導
入
に
よ

る
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
と
同
時

に
、海
外
へ
の
積
極
的
な
進
出
を
実
現
す

る
こ
と
が
重
要
。
 

 【
第
四
章
　
オ
ー
プ
ン
か
つ
シ
ー
ム
レ
ス

な
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
】
 

●
貿
易
・
直
接
投
資
等
対
外
経
済
活
動
は

国
内
経
済
の
生
産
性
向
上
、成
長
の
た

め
一
層
の
拡
大
が
必
要
。
 
 

●
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
は
、

多
角
的
貿
易
体
制
の
維
持
・
発
展
と
と

も
に
、東
ア
ジ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）と

東
ア
ジ
ア
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
研
究
セ
ン
タ

ー（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）に
よ
る
東
ア
ジ
ア
経
済
統

合
の
推
進
を
通
じ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
国
際

事
業
環
境
の
整
備
が
重
要
。
 
 

●
我
が
国
経
済
の
更
な
る
活
性
化
の
た
め

に
は
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
な
魅
力
あ
る
国

と
な
り
、
国
境
を
越
え
た
経
営
資
源
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
獲
得
す
る
こ
と

が
重
要
。
 

 　
な
お
、
２
０
０
７
年
版
通
商
白
書
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
H
P
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
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「
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま
ゆ
う
」
就
航
に
つ
い
て 
5

運輸部 
Point

　
宮
古
島
〜
多
良
間
島
間
に
新
船
フ

ェ
リ
ー
「
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま
ゆ
う
」（
運
航

者:

合
資
会
社
多
良
間
海
運
）が
平
成

１９
年
７
月
２５
日
就
航
し
ま
し
た（
運
航

計
画
変
更（
使
用
船
舶
の
変
更
）平
成

１９
年
７
月
１９
日
付
け
認
可
）。
 

　
旧
フ
ェ
リ
ー
で
あ
る「
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま
」

は
、昭
和
５８
年
就
航
か
ら
24
年
が
経
過

し
て
お
り
、老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
の

増
加
や
、安
全
性
の
確
保
等
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
「
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま
ゆ
う
」
は
総
ト
ン

数
４
５
７
ト
ン
、長
さ
６５
ｍ
、幅
１１
・
６
ｍ

で
、横
揺
れ
防
止
用
の
「
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ

ラ
イ
ザ
ー
」
を
搭
載
し
て
い
る
た
め
、

波
に
強
く
安
定
性
を
持
っ
て
お
り
、従

来
の
「
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま
」
で
は
２
時
間

３０
分
だ
っ
た
平
良
〜
多
良
間
間
を
、２

時
間
で
運
航（
航
海
速
力
１７
・
２
ノ
ッ
ト
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、干
潮

及
び
満
潮
時
に
も
関
係
な
く
貨
物
・

車
両
等
の
積
み
込
み
作
業
が
迅
速
か
つ

安
全
に
で
き
る
よ
う
、油
圧
式
可
動
甲

板
の
設
置
や
、ト
リ
ム
調
整
の
た
め
の

バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
を
備
え
ま
し
た
。
船

内
に
お
い
て
も
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応

し
、手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
、

高
齢
者
及
び
車
い
す
利
用
者
等
に
も

優
し
く
、安
全
で
快
適
な
乗
り
心
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
当
該
船
舶
の
就
航
に
よ
り
、海
上
輸

送
が
一
層
充
実
し
、利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
や
安
定
的
な
物
資
運
搬
は
も

と
よ
り
、多
良
間
村
へ
の
観
光
振
興
な

ど
、地
域
の
活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
と

共
に
、多
く
の
経
済
的
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

平
成
１９
年
７
月
２５
日
に
「
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま
ゆ
う
」
が
就
航
し
ま
し
た
。 
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Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！
　
　
　
　
　

 

6
運輸部 

Point

SHIGOTONO*MADO1 2

3 4

5 6

　
Ｆ
Ｒ
Ｐ（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）は
、

軽
量
、高
強
度
で
耐
食
性
に
優
れ
た
材

料
で
あ
り
、小
型
船
舶
の
原
材
料
と
し

て
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、廃
船
時
の

処
理
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、不
法
投
棄

の
原
因
の
一つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
め
、国
土
交
通
省
で
は
Ｆ
Ｒ

Ｐ
船
を
セ
メ
ン
ト
の
原
材
料
と
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
を
確
立
し
、製
造
事
業

者
団
体
で
あ
る（
社
）日
本
舟
艇
工
業

会
が
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
平
成
１７
年
１１
月
に
環
境
大
臣
の
広

域
認
定
を
受
け
、地
域
限
定
で
Ｆ
Ｒ
Ｐ

船
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
後
順
次
対
象
地
域
を
拡
大
し
て

き
ま
し
た
が
、平
成
１９
年
１０
月
か
ら
沖

縄
県
に
お
い
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
廃
船
処
理
の
受
付
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、シ

ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
た
め
、

自
治
体
や
関
係
団
体
等
で
構
成
さ
れ

る「
廃
船
処
理
協
議
会
」
を
設
置
し
て
、

関
係
者
間
の
情
報
共
有
、周
知
広
報
、

廃
船
処
理
計
画
の
調
整
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
 

〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
〜 

FRP船リサイクルシステム「登録販売店」一覧（沖縄地区） 
社    名 所  在  地 連  絡  先 

FRP船リサイクルシステム「指定引取場所」一覧（沖縄地区） 

沖縄県における日程 

社    名 

「登録販売店」における受付機関 「指定引取場所」への搬入機関 「指定引取場所」での解体機関 

所  在  地 連  絡  先 

平成19年10月1日（月） 
　　～平成20年2月4日（月） 

平成20年2月12日（火） 
　～平成20年2月19日（火） 

拓南商事（株） うるま市洲崎8-2 098-934-8010

南西船舶 那覇市曙3-15-6 098-861-9816 

（有）総合マリン沖縄 那覇市楚辺2-12-22 098-861-2202 

赤嶺マリンパワー 糸満市座波1286 098-992-3616 

ヤンマー沖縄（株）（本社） 宜野湾市大山7-11-12 098-898-3111 

オートヒラカワ うるま市栄野比770 098-972-6131 

（有）津島工業 うるま市勝連平敷屋3805 098-978-3668 

島ﾚｼﾞｬｰｾﾝﾀｰ/湧川ﾏﾘｰﾅ 今帰仁村字湧川2012 0980-56-2492 

ヤンマー沖縄（株）（宮古支店） 宮古島市平良字荷川取645-10 0980-72-6578 

マリンオートサービス 石垣市字登野城583 0980-82-5412 

ヤンマー沖縄（株）（八重山支店） 石垣市浜崎町3-3-16 0980-82-4361 

ブルーマリン石垣 石垣市浜崎町2-4-10 0980-82-4115

平成20年2月19日（火） 
　～平成20年2月20日（水） 

 詳しくはＦＲＰ船リサイクルセンターにお問い合わせ下さい。 
ＦＲＰ船リサイクルセンター　TEL 03－3567－6929(専用) 

「ＦＲＰ船リサイクルシステム」の流れ 

相談や受付手続等の流れ 

相　談 

情報提供 

受付・必要書類準備等 

相談・申込 

廃FRP船の運搬 

オプション料金支払い 

郵便局にてリサイクル料金支払い込み 

廃FRP船・廃棄物等の流れ 費用・料金の流れ 

郵便局 

中
間
処
理
場
・
セ
メ
ン
ト
工
場
 

　
F
R
P
破
材
の
破
砕
・
 

　
選
別
及
び
セ
メ
ン
ト
焼
成
等
 

F
R
P
船
ユ
ー
ザ
ー
 

指
定
引
取
所（
廃
F
R
P
の
引

取
・
粗
解
体

） 

ＦＲＰ船 
リサイクルセンター 

相談窓口 
（販売店・マリーナ等） 

登録販売店 
 

リサイクル受付、 
料金見積、一時保管等 

廃FRP船の運搬 
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第３回沖縄地域エネルギー・ 
　温暖化対策推進会議を開催 

Report

　沖縄地域エネルギー・温暖化対策推進

会議は、沖縄地域におけるエネルギー・

温暖化対策に関する情報交換・共有や、

エネルギー需給構造に関する実態把握等

を図り、地方公共団体を始め地域の地球

温暖化対策に関する自主的な取組を促進

することを目的に、平成１７年３月３０日に

設置されました。 

　今年も７月２６日（木）に同推進会議が

開催され、環境省及び経済産業省の担当

者からエネルギー・温暖化対策に関する

関係省庁の最近の動向の説明があり、沖

縄総合事務局関係

部局、沖縄県、沖

縄気象台、環金武

湾地球温暖化対策

地域協議会等から

沖縄地域における

温暖化対策取組事

例の紹介がありま

した。 

　なお、同会議は

２１団体で構成され、地域に応じた温暖化

対策の重要性が再確認されました。 

平成18年度開発建設部所管 

優良業者等表彰式を開催 

Report

　去る7月12日に「平成18年度開発
建設部所管優良業者等表彰式」を開催し
ました。 
　本表彰は、平成18年度に完成したダム、
道路、港湾、空港、公園及び官庁営繕の
各部門における工事の１０００万円以上の契
約件数２７６件の中から、また測量、設計
調査業務等については５００万円以上の契
約件数２４４件の中から、特に優秀な成績
を収められた施工業者並びに技術者を表
彰したものです。福井局長は、受賞者へ
の挨拶の中で「それぞれの分野において
ご熱心に仕事をしていただき、困難性の
克服や創意工夫を行うことにより、優秀
な成績を収めていただいた。皆様の業績
は他の模範になるとともに、業界全体の
技術力の向上に多大な貢献をされたもの
であり、そのご努力に敬意を表するとと

もに更なる人材の育成や技術力の向上等
を図り「平和で安らぎと活力のある沖縄県」
を実現するため、なお一層のご尽力を賜
りますようお願いしたい。」と述べました。 

平成１９年『海の月間』について 
Report

　祝日「海の日」は、海の恩恵に感謝し、海
を大切にする心を育むために平成８年に
制定されました。 
　この「海の日」の意義を広く理解してい
ただくため、７月を「海の月間」とし、全国
各地の都市において多彩な行事が展開され、
管内においても、「那覇観光キャンペーン
レディによる一日船長」、「船の安全パネ
ル展」、「みなとフェスタ」、「ビーチのクリー
ンアップキャンペーン」、「中学生海の絵
画コンクール」等の行事が行われました。 
　大型客船の一日船長を務めた那覇観光
キャンペーンレディの渡邊可南子さんは「船

の旅は私達に夢とロマンを与えてくれます。
今後とも安全航海に努めて頂き、明日を担
うシーマンとして頑張って下さい。」と、船
員や関係者に向けてメッセージしました。 
　この他、「海事関係功労者表彰式典」を２
０日、那覇市内のホテルで開催し、海運、港湾、
海洋環境保全関係者等２０名の方々を表彰
しました。 
　また、同式典において、「中学生海の絵
画コンクール」受賞者への表彰式も行われ、
沖縄総合事務局長表彰・金賞受賞の福地
由梨さんを始め、１０名の県内中学生が表
彰されました。 
 

 

check!

受賞された皆様 
 
・優良施工工事（６社） 
・安全施工工事（１社） 
・優良業務（４社） 
・優秀工事技術者（５名） 
・優秀業務技術者（２名） 
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Ⅰ 普
通
財
産
っ
て
な
ー
に
？ 

Ⅱ 一
般
競
争
入
札 

nakayukui

   　
マ
イ
ホ
ー
ム
敷
地
と
し
て
や
っ

と
希
望
ど
お
り
の
土
地
を
見
つ
け

た
あ
な
た
が
、
所
有
者
を
調
べ
る

た
め
に
法
務
局
で
登
記
簿
謄
本
を

と
っ
て
み
る
と
、
所
有
者
の
欄
に

は
「
財
務
省
（
大
蔵
省
）
」
の
文

字
が
…
…
こ
の
場
合
、
あ
な
た
が

買
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
の
土

地
は
財
務
省
所
管
の
「
普
通
財
産
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
「
普
通
財
産
」
と
聞
い
て
ピ
ン

と
来
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
は
、
「
普
通
の
財
産
よ

り
上
等
の
ほ
う
が
い
い
さ
ぁ
」
と

思
っ
て
し
ま
う
人
の
ほ
う
が
断
然

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
「
普
通
財
産
」
が
ど
の

よ
う
な
財
産
な
の
か
簡
単
に
説
明

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
「
普
通
財
産
」
と
は
、
庁
舎
な

ど
の
行
政
目
的
で
使
わ
れ
て
い
な

い
国
有
財
産
で
、
最
終
的
に
は
売

却
な
ど
に
よ
り
財
政
収
入
と
す
る

こ
と
が
適
当
な
財
産
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
 

　
沖
縄
県
内
に
所
在
す
る
財
務
省

所
管
の
普
通
財
産
は
、
沖
縄
総
合

事
務
局
財
務
部
で
管
理
し
て
い
ま

す
。
 

　
こ
れ
ら
普
通
財
産
は
、
原
則
と

し
て
県
や
市
町
村
に
公
園
な
ど
の

公
共
利
用
の
要
望
が
な
い
場
合
に

は
、
一
般
の
方
に
対
し
売
払
い
や

貸
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
 

   　
で
は
、
あ
な
た
が
国
有
地
（
普

通
財
産
）
を
買
い
た
い
と
思
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
 

　
国
が
土
地
な
ど
を
売
り
払
う

場
合
、
現
に
貸
付
し
て
い
る
特

定
の
個
人
に
売
却
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
原
則
的
に
は

一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す

の
で
、
こ
の
入
札
に
参
加
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
一
般
競
争
入
札
と
は
、
広
く
一
般

の
方
々
に
入
札
の
実
施
を
お
知
ら
せ

し
、
参
加
を
希
望
す
る
方
に
、
申

し
込
み
を
し
て
も
ら
い
、
国
の
予
定

価
格
（
通
常
は
非
公
表
で
す
）
以

上
で
の
最
高
価
格
で
申
し
込
み
を

し
た
方
と
契
約
す
る
方
法
で
す
。 

　
「
え
ー
っ
！
土
地
の
価
格
な
ん

て
わ
か
ら
ん
か
ら
入
札
額
を
い

く
ら
に
す
れ
ば
い
い
か
見
当
も

つ
か
な
い
さ
ぁ
。
」
そ
う
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
確
か
に
、

不
動
産
取
引
の
経
験
の
少
な
い

個
人
の
方
が
入
札
額
を
決
め
る

の
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。
 

　
そ
こ
で
、
国
有
地
の
一
般
競

争
入
札
で
は
、
物
納
財
産
（
相

続
税
と
し
て
お
金
の
代
わ
り
に

収
納
さ
れ
た
土
地
）
に
つ
い
て
は
、

公
告
時
に
予
定
価
格
を
公
表
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
入
札
額
に
あ

る
程
度
の
目
安
が
で
き

る
と
同
時
に
、
資
金
計

画
な
ど
が
立
て
易
く
、

不
動
産
取
引
に
慣
れ
て

な
い
個
人
の
方
に
も
参

加
し
や
す
く
な
る
か
ら

で
す
。
 

　
し
か
も
、
一
般
競
争

入
札
で
国
有
地
を
購
入

し
た
場
合
、
売
買
契
約

後
の
所
有
権
移
転
登
記

に
つ
い
て
は
国
が
行
い

ま
す
の
で
、
登
録
免
許

税
の
ほ
か
は
、
登
記
手

数
料
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。
 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
財

務
部
で
も
年
に
２
回
を
目
途
に
一

般
競
争
入
札
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
18
年
度
に
は
、
19
件
が
落

札
さ
れ
、
約
30
億
円
と
い
う
過
去

最
高
の
歳
入
額
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

　
一
般
競
争
入
札
の
予
定
物
件
は
、

当

局

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp
://w

w
w
.og
b
.g
o.jp
/

）

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ

ホ
ー
ム
敷
地
な
ど
を
お
探
し
の
方

は
、
一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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Ⅳ 

「
交
換
制
度
」
の
導
入 

Ⅲ 厳
し
い
財
政
事
情 

 

nakayukui
   　

財
政
（
平
成
19
年
度
一
般
会
計
）

を
家
計
に
例
え
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

　
月
収
（
税
収
等
）
40
万
円
の
う
ち
、
 

ま
ず
借
金
返
済
（
国
債
費
）
で
15

万
円
な
く
な
り
ま
す
。
残
り
は
25

万
円
で
す
が
、
そ
の
25
万
円
の
う

ち
家
計
費
（
一
般
歳
出
）
と
し
て

33
万
円
、
田
舎
へ
の
仕
送
り
（
地

方
交
付
税
）
と
し
て
10
万
円
必
要

と
し
ま
す
の
で
、
毎
月
18
万
円
の

赤
字
で
す
。
 

　
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、赤
字
の
18
万

円
は
借
金
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

借
金
は
年
々
膨
ら
み
続
け
、そ
の
残
高

は
４
，６
０
０
万
円
に
達
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

｠
こ
の
よ
う
な
極
め
て
厳
し
い
国
の
台

所
事
情
か
ら
、未
利
用
国
有
地
等
の

今
後
10
年
間
の
売
却
額
の
目
安
が
示

さ
れ
ま
し
た
。約
２
・
1
兆
円
で
す
。 

　
で
も
、未
利
用
国
有
地
の
在
庫
は
、

平
成
17
年
度
末
で
４
，０
３
４
億
円
分

で
あ
り
、さ
ら
に
、そ
の
中
で
売
り
出

し
可
能
な
財
産
は
と
い
う
と
、１
，２

７
２
億
円
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
つ
ま
り
、売
り
た
く
て
も
売
り
出

し
可
能
な
財
産
が
少
な
い
状
況
な
の

で
す
。 

　
で
す
か
ら
、
売
り
出
す
こ
と
が

出
来
な
い
財
産
や
貸
付
中
の
財
産

も
含
め
て
売
れ
る
よ
う
に
工
夫
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

何
か
良
い
方
法
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
 

    　
こ
の
た
め
に
は
、
国
の
庁
舎
や

宿
舎
を
出
来
る
だ
け
有
効
に
利
用
し
、

余
剰
と
な
っ
た
庁
舎
、
宿
舎
の
敷

地
を
売
却
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
昨
年
改
正
さ
れ
た
「
国

有
財
産
法
」
で
は
、
未
利
用
国
有

地
の
売
却
を
容
易
に
行
う
た
め
の

交
換
制
度
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
交
換
制
度
」
と
は
、
処
分
困

難
財
産
や
借
地
で
貸
し
て
い
る
財

産
に
つ
い
て
、
そ
の
隣
接
地
と
土

地
の
一
部
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、

売
り
や
す
く
す
る
制
度
で
す
。
 

　
右
下
の
図
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

　
例
え
ば
、
道
路
に
接
面
し
て
い

な
い
た
め
建
物
が
建
た
な
い
よ
う

な
土
地
や
、
不
整
形
で
使
い
勝
手

が
悪
い
土
地
等
に
つ
い
て
、
隣
接

地
と
土
地
の
一
部
を
交
換
し
て
、

進
入
路
を
確
保
し
た
り
、
土
地
の

整
形
化
を
図
っ
た
り
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
借
地
契
約
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
借
地
権
と
底
地
で
あ
る

国
有
地
の
一
部
を
交
換
し
て
、
国

有
地
の
借
地
権
を
消
滅
さ
せ
、
売

り
や
す
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

　
残
念
な
が
ら
、
当
局
で
実
際
に

交
換
制
度
を
適
用
し
た
事
例
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
今
後
は
、
こ
の
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
、
よ
り
効
果
的
に
国
有

地
を
処
分
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

交換制度 

1．画地条件が劣る売却困難財産 

2．借地契約の対象となっている土地 

国有地 

民有地 

道　路 

借地権 

民間 
建物 

国有地（底地） 

国有地 

民有地 

道　路 

借地権 

民間 
建物 

国有地（底地） 

国有地 

民有地 

道　路 

入札により 
売却 

入札により 
売却 

斜線部分の 
土地を交換 

借地権と底地を交換 
（斜線部分を交換） 

民間 
建物 

民有地 国有地 
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September 2007内閣府だより 

LETTER
NAIKAKUFU

「アジア青年の家」
構想について

　
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、
「
ア

ジ
ア
青
年
の
家
」
構
想
に
つ
い
て
、

来
年
夏
の
実
施
に
向
け
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
構
想

は
、
去
る
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
25
」
の
提
言
を

受
け
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
、
沖

縄
、
本
土
の
若
者
を
沖
縄
に
集
め
、

約
１
ヶ
月
間
、
共
同
で
生
活
を
し
な

が
ら
、
沖
縄
の
自
然
環
境
や
大
学
院

大
学
の
研
究
活
動
等
に
触
れ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
若
者
の
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
マ
イ
ン
ド
を
育
成
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
沖
縄
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
て
も
ら
う
機
会
も
必
ず
あ
る
た

め
、
人
材
育
成
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ

ア
諸
国
や
日
本
各
地
に
沖
縄
の
フ
ァ

ン
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
構
想
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
構
想
推
進
に
係

る
有
識
者
会
議
」
を
開
催
し
、
有
識

者
の
方
々
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
般
、
そ
の
報
告
書
と
し
て

『
「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」
構
想
に
つ

い
て
〜
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
〜
』
を
取
り
ま
と
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
は
、
構
想
の
柱

と
し
て
、
共
生
の
精
神
の
育
成
を
据

え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
文
化
、

慣
習
、
宗
教
の
異
な
る
若
者
同
士
が

グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
日
常
生
活
か
ら

も
の
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
共

同
作
業
や
活
発
な
議
論
を
行
う
こ
と

や
、
問
題
意
識
を
共
有
し
易
い
「
持

続
可
能
な
発
展
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

こ
と
等
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
面
は
、
中
学
生
、
高
校
生
を

対
象
と
し
、
ア
ジ
ア

50
人
、
沖
縄
50
人
、

本
土
50
人
の
計

1
5
0
人
の
規
模
と

す
る
こ
と
や
、
参
加

者
と
は
別
に
チ
ュ
ー

タ
ー
（
大
学
生
世
代

の
世
話
役
）
を
各
グ

ル
ー
プ
に
配
置
し
、

各
グ
ル
ー
プ
が
チ
ュ

ー
タ
ー
の
も
と
で
自

主
的
に
活
動
す
る
「
若

者
の
若
者
に
よ
る
若

者
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
す
る
こ
と

と
い
っ
た
運
営
上
の

具
体
的
な
点
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
提
案
に
基
づ
き
、

実
施
に
向
け
て
準
備
作
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
参
加
者
に
、
生
の
沖

縄
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
離
島

体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う
こ
と

も
検
討
中
で
す
。
参
加
者
に
と
っ
て

充
実
し
た
取
組
み
と
な
り
、
ま
た
、

全
国
に
先
駆
け
て
の
画
期
的
な
取
組

み
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
期
待
下
さ
い
。 

LETTER

「アジア青年の家構想推進に係る有識者会議」委員 

  有　馬　朗　人　　元東京大学総長 

  池　上　清　子　　国連人口基金東京事務所長 

  稲　嶺　惠　一　　前沖縄県知事 

座長 黒　川　　　清　　内閣特別顧問 

 渋　谷　英　章　　東京学芸大学教育学部教授 

  モンテ・カセム　　立命館アジア太平洋大学学長 

※　敬称略、５０音順 
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Information

　1911年に奄美大島近海で発生したマグニチュード8.0の地震（左図）でシミュレーションすると、テレビから緊急地震速報がテロッ
プ報知されたあと強い揺れが来るまでに、沖縄本島北部で約35秒、沖縄本島南部では約50秒の猶予があります。しかし、1909年に
沖縄近海で起きた地震（右図）の場合は、本島南部では猶予時間はほとんどなく、北部でも10～20秒程度しかありません。 
このように震源が近い地震では、緊急地震速報は大きな揺れに間に合わないといった技術的限界もあります。 

緊 急 地 震 速 報 
あなたの命にかかわる速報です。           平成19年10月１日スタート！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震に備えましょう 
　「沖縄は地震が少ない」「沖縄では大きな地震は起こらない」と
思っている人はいないでしょうか？　しかし、それは誤った認識です。
沖縄付近では、体に感じない地震を含めると一年間に7,000～
8,000回の地震が発生しています。また、今年7月16日に起きた
新潟県中越沖地震（マグニチュード6.8）クラスの大きな地震も起
きています。日頃から建物の耐震補強や家具が倒れないように工夫
をして地震に備えましょう。 
 
「緊急地震速報」はじまります！ 
　気象庁では、平成19年10月１日から、地震の強い揺れを感じる
前にテレビやラジオ、携帯電話などでお知らせする「緊急地震速報」
を始めます。強い揺れが始まる数秒から数十秒という短い時間であ
っても、学校や職場、集客施設などにおいては、倒れてきそうな家具
や書棚などから離れ、丈夫な机の下に避難することにより身を守る
ことができます。 
また、台所などの火の始末を行うことにより火災を防ぐことができま
す。気象庁ホームページでは、緊急地震速報の詳細について紹介し
ています。　アドレス： 
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.
html 
 
沖縄気象台の「出前講座」をご活用ください。
　沖縄気象台では、沖縄県内における地震や津波の防災、緊急地
震速報の理解向上のため専門の職員を無料で派遣する出前講座を
実施しています。自治体や学校、地域などで防災学習の機会があり
ましたら活用してください。 

1911年の地震 1909年の地震 
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